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研究成果概要 
	 3 mm ピッチ MPPC を 8x8 個並べた浜松ホトニクス社製 MPPC モジュール

C12680-4688を用いて，カメラの試作を行った．この MPPCモジュールは MPPC間に
デッドスペースができないよう配置され，抵抗チェーンによる４端子読み出しで光子の

入射位置とエネルギーを計測するこ

とができる（図 1）．このモジュール
を４台並べて（図 2），その前方に
3x3x11 mm の GSO シンチレータを
16x16個配置し，いくつかの標準線源
からのガンマ線を照射することによ

り，位置の精度とエネルギー分解能を

調べた．例として，137Csを用いた場
合の位置の分布（図 3）
と様々な補正後のエネル

ギー分布（図 4）を示す．
まだまだ問題点はある

が，シンチレータとの組

み合わせによる MPPC
の応用の可能性について

実証することができた． 
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